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１．はじめに 
Photovoice は 1996 年にミシガン大学の Wang らによって提唱された参加型アクションリサーチアプローチである１）。

そのアプローチは、住民が一定のテーマで写真を撮影し､その写真に「ボイス」を付けグループ討議することによって､

課題を共有化し、解決方法を住民自らが発見するものである。その目的は、①住民による個人や地域の資源、関心の記録

を可能にする、②写真のグループ討議を通じて、批判的対話を高め問題に関する知識を増やす、③政策立案者を動かす、

とされており､とくに社会的弱者の社会参加や Needs Assessment の手法としても活用されている。 

日本においては、Photovoice についての紹介や実践がほとんど行なわれていない。海外の文献から方法論的検討を行

なうとともに、われわれが沖縄県離島において試みている事例を通して、その応用可能性を検討する｡ 

 

２．研究の目的 
沖縄県離島において試みている事例を通して、離島における高齢者の様々なニーズを把握し、住民のコンセンサスを得

る方法として Photovoice の Needs Assessment としての応用可能性を検討する｡ 

 

３．研究の方法 

１）研究デザイン 

アクションリサーチ 

 

２）用語の定義 

本研究においては、Photovoice を「・・・・・・・・・・・・・」と定義した。 

 

３）研究の対象 

Photovoice の参加者は、A県の人口約 5千人の町の小学校 3年生以上●●。 

  

４）データの収集期間 

20XX 年●月～●●月までの期間、A県の二つの町にて収集した。 

 

５）データの収集方法 

離島における高齢者の様々なニーズを把握し、住民のコンセンサスを得る方法として、・・・を用いた。 

 

６）データの分析方法 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

４．研究倫理の確保 
研究参加者を募る際、対象候補者の通学する小学校に・・・・・・・・・・・・。 

 

５．結果 

１）Photovoice に関する文献的検討 

Photovoice の先駆け（当時は Photo Novella と呼ぶ）となったこの論文において、Wang らは Photo Novella の基盤 

には Freire 理論を応用したエンパーワーメント教育、フェミニスト理論、ドキュメンタリー写真術の三つがあること 

をまず述べている 3）｡ 

以上、この論文から読み取れる方法的な留意点は①参加者の偏りを避ける、②事前に訓練を行なう、③グループ討 

議にファシリテーターをおく、④地域の異なる写真も討議する、⑤展示によって“声”をひろげる、である。  



２）参加型ヘルスプロモーション 

この論文は、中国雲南省でのプロジェクト 4）を事例に､Photovoice を参加という視点から検討したものである｡ 

Photovoice の段階別に住民の参加を抜き出すことができる。一般住民の参加する Photovoice の段階では、撮影は参 

加者本人だけでなく、家族や隣人も行なっている。 

 

３）地域での Photovoice の事例検討 

（１）Community Assessment としての Photovoice の試み－高齢者の Needs Assessment－ 

   各グループのワークショップを通じて、Photovoice に子どもが参加することの利点として、①子どもが撮影する

ことで警戒感をいだかず、高齢者のありのままの姿が表現できる、②高齢者の生活する様々な場面に入り込むことが

できる、③低いアングルから環境をとらえることができる、・・・・などが考えられた。 

（２）子どもが参加することの長所・限界・制約 

一方、子どもが参加することでの制約として、①子どもの行動圏に限界がある、②肖像権についてのインフォー

ムドコンセントが難しい、③研究上の限定したテーマに合った写真が少ない、④子どもの「ボイス」は解決策に直

接にはむすびつかない、などが考えられたので、今後、改善・配慮していく必要がある｡ 

 

６．考察 

１）Wang による Photovoice の方法論 

Photovoice について文献検索した結果、提唱者 Wang の関与したものしか見つからなかった。そこで、今まで紹介 

してきた、Wang の主要論文からその方法論について現段階でのまとめをしておきたい。 

 

２）Community Assessment 手法としての評価 

（１）質的・定性的な診断 

   子どもによる Photovoice は、Community Assessment の手法として①子どもが（その多くは）無意識に撮影し写真

から参加者が質的なものを抽出することによって・・・・・・・ 

（２）参加者の「ボイス」付与 

  参加者の「ボイス」付与、グループ討議の過程を通じて解決に向けた動機づけがはかられる手法である・・・・ 

 

７．結論 

１）Photovoice に関する文献的検討 

   Photovoice の先駆け（当時は Photo Novella と呼ぶ）となったこの論文において、Wang らは Photo Novella の基盤 

には Freire 理論を応用したエンパーワーメント教育、フェミニスト理論、ドキュメンタリー写真術の三つがある。 

 

２）参加型ヘルスプロモーションとしての活用 

  この論文は、中国雲南省でのプロジェクト 4）を事例に､Photovoice を参加という視点から検討したものである｡ 

Photovoice の段階別に住民の参加を抜き出すことができる。 
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